
ID Workflow Systemへのアクセス方法

DICE利用者ポータルへアクセス

「利用申請」をクリック

「User Name」：
DICEアカウントに登録したメールアドレス

DICE利用者ポータルにログイン DICE利用者ポータル -＞「アプリケーション」をクリック

ID Workflow Systemへのアクセス完了

言語設定を切り替えることができます。
「English」/「日本語」
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ID Workflow Systemによる申請方法：次のページを確認

事前に確認・DICEアカウントが必要です。
DICEアカウントをお持ちでない場合は、先にDICEアカウントを登録してください。

・ブラウザの自動翻訳機能はOFFにしてください。

・PCからアクセスしてください。スマートフォン非対応です。

https://diceidm.nims.go.jp/csp/csp-user-portal/portal
https://diceidm.nims.go.jp/csp/csp-user-portal/portal
https://diceidm.nims.go.jp/csp/csp-user-portal/portal
https://dice.nims.go.jp/usage.html#1-1
https://dice.nims.go.jp/usage.html#1-1
https://dice.nims.go.jp/usage.html#1-1


ID Workflow Systemによる申請ガイド
本システムでは、DICEアカウントで利用する各サービスの利用申請や変更手続きを行うことができます。以下のステップに沿って手続きを進めてください。

物質・材料データベース

STEP 1：申請手続きの確認

ID Workflow System（本システム）で申請ができるのは、以下の4つのサービスです。まずは、ご利用になりたいサービスの内容と申請条件をご確認ください。

• 申請できる方：サービスサイトで要件を確認

• 必要手続き：ドメイン登録 → 利用申請（本システム）

材料の論文とデータのリポジトリ

• 申請できる方：サービスサイトで要件を確認する

• 必要手続き：利用者登録申請（本システム）

STEP 2：申請書を作成する

データ蓄積・共用システム

• 申請できる方：サービスサイトで要件を確認

• 必要手続き ：利用者登録申請（本システム） ＋ 利用申込み・利用申請（書類提出）

データ解析・機械学習システム

• 申請できる方：サービスサイトで要件を確認する

• 必要手続き：利用者登録申請（本システム） ＋ 利用申請（書類提出）
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※ARIM事業は対象外です

① [アクション]ボタンを展開

② [申請書作成]を選択

③ 利用したいサービスの申請書を選択し、入力して申請

申請書が表示されない場合

MatNaviでは利用申請前にドメイン登録が必要です。

申請前の最終確認

 サービスサイトで「申請ができる方」に該当することを確認しましたか？

 各サービスで指定されている「必要な手続き」はお済みですか？
※RDEおよびpinaxは、本システムでの利用者登録のほか別途手続きが必要です。ご確認ください。

https://mits.nims.go.jp/
https://mits.nims.go.jp/
https://dice.nims.go.jp/services/MDR/#deposit_data
https://dice.nims.go.jp/services/MDR/#deposit_data
https://dice.nims.go.jp/services/RDE/#flow
https://dice.nims.go.jp/services/RDE/#flow
https://dice.nims.go.jp/services/pinax/#usage
https://dice.nims.go.jp/services/pinax/#usage
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